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遷移初期群落を構成する樹木種間の関係：アカマツとナナカマドの便
横山翔（山形大・院。理工加村上芳行（山形大・理）。辻村東國（山形大。理）
近年、多くの研究が森林の動態に鱒ける促進作用のあり方を明らかにしようど試みている
（Cana刃vay食ｎｄＷ息klkerl997;Callawayetalo2002)。植生遷移の初期における、このような作用
の存在に注目した研究もあ乙競（Ｕ巴鑪kaandThuyuzaki20D4)、高木種の侵入過程を対象とした
研究はない。
磐梯山の1888年の爆発によってできた噴火口においては､締６０年後の１e54年に火口壁の大崩
落が起こった。その結果、付近は再び泥流に次泥流）により被われ、植生が失われ、そこでは現
在でも１次遷移の初期にある植生を観察することができる。
本研究では、泥流堆積から５，年が経過したこの､二孜泥流堆積地において、主に高木種の侵入,
定着に対して、先に侵入した種による促進的な作用が見られるかどうかを明らかにしようと試みた。
初翰に､この場所の植生の概況を把握するために､2mm×２１のコドラートGo個を一帯に設置し、
出現する種の被度と高さを記録した。得られたデータはＤＣＡ（除歪対応分析）法によって解様し
た。その結果、この場所ではアカマツやウダイカンバなどが散生し、それらの樹冠下にはシラタマ
ノキや承ス銘が生育して鎧り、高木種としては特にナナカマドの存在が顕著であること、また、そ
の組成は場所により大きく異なやて総り､微地形や周囲のアカマツ林からの麗離の影響を受けてい
る廷とが示唆された。そこで、この植生において先に侵入したアカマツなどの高木種による、後に
侵入するナナカマドへの作用の存在をさらに詳しく知るために、泥流内に設けたライントランゼク
ト上に２０ｍ×20ｍのプロットを間隔を置いて設置し、プロット内に生育するナナカマドの個体数
と高さ、高木種の個体数。高さ‘樹冠面積をそれぞれ測定した。その結果、ナナカマドの個体密度
は、アカマツの樹冠下で有意に高くなって鈴り、さらに、樹高や樹冠面積の大きいアカマツの樹冠
下程、ナナカマドの個体密度。樹高が高いことが示された。また、周囲のアカマツ林に近いプロッ
ト程、ナナカマドの個体密度。樹高が高くなっていた。
以上の結果から、本二次泥流堆積地における遷移の進行に際しては《一定以上の大きさに成長し
たアカマツが、ナナカマドの侵入。生育に対して促進的に作用していること、また、その量が周麗
の森林からの距離に影響されることが示唆された。
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